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が、その後1 nsの間に0.358まで上昇し一定値となった。W-parameterはt = 0では0.147であったが、その後1 ns
の間に0.090まで減少し一定値となった。一方で、陽電子減速モデルと陽電子–Arの運動量移行断面積からAr7.5 
MPaにおける Ar の非弾性散乱しきい値(Ps 生成しきい値を除く)の11.6 eV以下のエネルギーにおける陽電
子減速を計算すると、1 nsでは2.5 eVまで減速することがわかった。Arガスの非弾性散乱しきい値直下(11.6 
eV–2.5 eV)のエネルギーにおける陽電子の減速過程を、S-parameterとW-parameterによって観測することに成功
した。
第 5 章では、ArおよびNeガス中でAMOC測定を行い、p-Ps消滅γ線ドップラー広がりの時間発展からPs のエ
ネルギー変化を観測し、Psの減速過程を議論した。2次元MCAを用いたAMOC測定で得られた結果では、Arガ
ス5.0 MPa中においてPsは0–0.2 nsの間に3.7 eVの平均運動エネルギーを持っていた。その後1 nsの間に2.0 eV 
まで減速した。Arガス7.5 MPa中ではPsは0–0.2 nsの間に3.5 eVの平均運動エネルギーを持っており、その後1 ns 
の間に1.0 eVまで減速した。Neガス5.0 MPa中において測定した結果では、Psは0–0.2 nsの間に4.3 eVの平均運
動エネルギーを持っていた。その後1 nsの間に1.9 eVまで減速した。Neガス7.5 MPa中では、Psは0–0.2 ns の
間に3.5 eVの平均運動エネルギーを持っていた。その後1 nsの間に0.3 eVまで減速した。Ar、Neそれぞれで得
られた実験結果に対して、Ps 減速モデルを用いてエネルギーに依存しない形で運動量移行断面積を求めた。
Ps–Arの運動量移行断面積は、1.0–3.7 eVの範囲で0.019 ± 0.010 nm2であった。Ps-Neの運動量移行断面積は0.015 
± 0.08 nm2であり、Ps–Arの運動量移行断面積よりも小さな値であった。次にデジタルオシロスコープAMOC 
システムにより得られた、Arガス7.5 MPa中におけるドップラー広がりの時間変化からPs減速過程を議論した。






7.5 MPaのArガス中にいては、Psはおよそ3 nsで熱化する。第 2 章よりArガス7.5 MPaにおける陽電子の熱化
時間は、およそ5 nsであった。Arガス中においては、Psは陽電子の半分程度の時間で熱化することがわかった。
Ps–Arの運動量移行断面積のエネルギー依存性について、Psの運動エネルギーが増加するにつれ減少した。 
0.6 eVにおける運動量移行断面積は、0.3 eVで測定された長嶋らの結果と近い値であった。1.3 eVにおける運
動量移行断面積はM. Skalseyらの結果と一致した。また、2.7 eVにおける運動量移行断面積は2次元MCAによ
り求めた運動量移行断面積と一致し、よい再現性を得た。理論との比較においては、1 eVまでは、P. K. Biswas 







う際に、既存のセルと同等（4 cps 以上）の計数率を達成するために、セルの内径は 6 cm（半径 3 cm）とし
た。線源電極は半径1.5 mm、円筒形外側電極は厚み4 mmとし、ガスの存在領域を2.4 cmとなるように設計し
た。2.4 cmの半径では、Arガスを2.4 MPaにすると陽電子をガス中で止めることができる。セル内部各点にお
ける電場は、Possiton Superfishプログラムにより計算した。6000 Vでは1 mm以内の領域で、10000 Vでは3 mm 
以内の領域で0.5 Td以上の電場となった。 − 10000 から +10000の電圧を極板間に印加し、Arガス7.5 MPa中で
陽電子寿命測定を行った。陽電子消滅速度の電極間の電位に対する減少から、極板間の電位の増加に対して陽
電子が加速する様子が観測された。10000 Vの電位では陽電子の平均ドリフト速度が1 eV以上になったと考え




























































特に重要なポジトロニウムの運動エネルギーが 10 eV 以下の領域でロンドン大学の実験グループとほぼ
同時に断面積の測定に成功した。 
 第６章では、以上の結果をまとめ、低エネルギー領域での陽電子やポジトロニウムと貴ガス原子との
散乱について総括した。 
 よって、佐野陽祐提出の博士論文は博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
